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演習 【動画】 

 ある４つの中学について英語・数学・国語の試験結果を調べた。多変量演習 1.txt のデー

タを読み込んで、以下の質問に答えよ。但し、検定は有意水準 5%とすること。 

１．中学  １）A 中学 ２）B 中学 ３）C 中学 ４）D 中学 

２．英語点数 

３．数学点数 

４．国語点数 

１）数学について、各中学の平均（中央）値に差があるといえるか。 

検定名［           ］ 検定確率［      ］ 

判定 平均（中央）値に差があると［いえる・いえない］。 

２）数学について各中学の平均（中央）値に差があるとすると、A, B, C, D どの中学の間に

差があるか調べて A<B のように不等号で表せ。（差がある場合のみ） 

検定名［           ］ 

結果［                                ］ 

３）国語について、各中学間の平均（中央）値に差があるといえるか。 

検定名［            ］ 検定確率［      ］ 

判定 平均（中央）値に差があると［いえる・いえない］。 

４）国語について、各中学間の平均（中央）値に差があるとすると、A, B, C, D どの中学の

間に差があるか調べて A<B のように不等号で表せ。（差がある場合のみ） 

検定名［           ］ 

結果［                                 ］ 

５）３教科の平均（中央）値に差があるといえるか。対応は考えないものとせよ。 

検定名［           ］ 検定確率［      ］ 

判定 平均（中央）値に差があると［いえる・いえない］。 

６）３教科の平均（中央）値に差があるとすれば、どの教科の間に差があるか調べて英語＜

数学のように不等号で表せ。（差がある場合のみ） 

検定名［           ］ 結果［                ］ 

 

演習解答（多変量演習 1.txt） 

１）数学について、各中学の平均（中央）値に差があるといえるか。（先頭列） 

検定名［ 1 元配置分散分析 ］ 検定確率［ 0.0000 ］ 

判定 平均（中央）値に差があると［いえる・いえない］。 

２）数学について各中学の平均（中央）値に差があるとすると、A, B, C, D どの中学の間に

差があるか調べて A<B のように不等号で表せ。（差がある場合のみ） 

検定名［ pooled t 検定 ］ 

結果［ A<B，C<B，D<B，D<A，D<C ］ 

３）国語について、各中学間の平均（中央）値に差があるといえるか。（先頭列） 

検定名［ Kruskal-Wallis 検定 ］ 検定確率［ 0.0745 ］ 

判定 平均（中央）値に差があると［いえる・いえない］。 

https://youtu.be/fxc9N5YNCdw
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４）国語について、各中学間の平均（中央）値に差があるとすると、A, B, C, D どの中学の

間に差があるか調べて A<B のように不等号で表せ。（差がある場合のみ） 

検定名［           ］  ←やらない（書かない） 

結果［                                 ］ 

５）３教科の平均（中央）値に差があるといえるか。対応は考えないものとせよ。（群別） 

検定名［ Kruskal-Wallis 検定 ］ 検定確率［ 0.0009 ］ 

判定 平均（中央）値に差があると［いえる・いえない］。 

６）３教科の平均（中央）値に差があるとすれば、どの教科の間に差があるか調べて英語＜

数学のように不等号で表せ。（差がある場合のみ） 

検定名［ joint Wilcoxon 検定 ］ 結果［ 英語＜国語，数学＜国語 ］ 

 

1.2 対応がある場合の１元配置問題 

対応がある場合も正規性の有無で検定が変わってきます。但し、どこに差があるかはあま

り議論されないようです（私が方法を知らないだけかも）。手順は分析実行画面で「対応の

あるデータから」を選んで、正規性の検定を行い、その結果によって分析を選択するのは対

応がない場合とほぼ同じです。以下の例をやってみましょう。 

 

例 

３つの条件である商品の売上を調査したところ、実験計画法.txt (p1) の結果を得た。各デ

ータに対応があるとして差があるか検定せよ。 

 条件１ 115, 110, 108, 114, 120, 116, 108, 112, 115, 122 

 条件２ 121, 118, 124, 117, 119, 130, 121, 115, 118, 119 

 条件３ 116, 112, 120, 111, 112, 108, 114, 119, 104, 113 

注）正規性の有無により、繰り返しのない２元配置分散分析か Friedman 検定かを利用しま

す。これらはそれぞれ繰り返しのある（repeated measured）１元配置分散分析、繰り返

しのある（repeated measured）Kruskal-Wallis 検定とも呼ばれています。 

 

 正規性の検定    正規分布と［みなす・いえない］ 

検定名［ 繰り返しのない 2 元配置分散分析 ］ 検定確率［ 0.0088 ］ 

 判定 群間に差があると［いえる・いえない］ 

 

1.3 ２元配置分散分析 

２元配置分散分析は、２つの変数（要因）によってデータを分類し、それらの間の平均値

の差を検定する手法です。２つの変数を同時に比較するので、1つずつの変数で分けた 1元

配置分散分析の結果を含み、さらに２つの変数の掛け合わされた効果も調べることができ

ます。例えば、植物の育成に肥料と温度の特別な組み合わせはないかなど、より詳しい検定

が実行できるようになります。実際に以下の例でやってみます。 
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例 

 実験計画法.txt (p5)は作物の品種と肥料の組み合わせによる収穫量を表したデータである。

2 元配置分散分析を用いて判定せよ。 

注）2 元配置分散分析では、分類データの組み合わせによる交互作用が分かる。 

品種水準間 

検定確率［       ］ 水準間に差があると ［いえる・いえない］ 

肥料水準間 

検定確率［       ］ 水準間に差があると ［いえる・いえない］ 

交互作用 

検定確率［       ］ 交互作用に差があると［いえる・いえない］ 

 

実験計画法.txt (p5) は以下のようなデータです。 

 

図 1  2 元配置分散分析用データ 

最初の 2列は群分けのためのデータです。分析実行画面で、変数選択は「All」、「先頭列で

群分け」ラジオボタンを選び、「2 元配置分散分析」ボタンをクリックします。結果は以下

のようになります。 

  

図 2 2元配置分散分析実行結果 

このソフトでは学生向けに左の書式ですが、一般には右の分散分析表というのが使われる

ことが多いようです。この結果では、1 元配置の結果に加え、「相互作用間」というのがあ

ります。これが、2つの変数のむすびついた特別な作用があるかどうかを示しています。結
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果は検定確率 0.0184となり、相互作用があるということになります。例の解答を書いてお

きましょう。 

例解答 

品種水準間 

検定確率［ 0.6049 ］ 水準間に差があると ［いえる・いえない］ 

肥料水準間 

検定確率［ 0.3556 ］ 水準間に差があると ［いえる・いえない］ 

交互作用 

検定確率［ 0.0184 ］ 交互作用に差があると［いえる・いえない］ 

 

 


